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総会特別講演

冠動脈バイパスの生理・生物学 北村惣一郎 国立循環器病研究センター　名誉総長・堺市医療監　

シンポジウム基調講演

大阪における救急医療の課題とその対策 吉岡敏治 大阪府立急性期・総合医療センター院長

金森佳津 大阪府健康医療部保健医療室医療対策課　課長

嶋津岳士 大阪大学医学部　救急医学　教授

生涯教育講座『分子標的治療薬』

①生涯教育講座の意図と前書き 金倉　譲 大阪大学医学部　血液・腫瘍内科学　教授

②造血器腫瘍の分子標的治療 水木満佐央 大阪大学医学部　化学療法部/血液・腫瘍内科学　准教授

③肺がんの分子標的治療 立花　功 大阪大学医学部　呼吸器・免疫アレルギー内科学　講師

④腎細胞癌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         野々村祝夫 大阪大学医学部　泌尿器科学　教授

⑤分子標的医薬（IL-6阻害治療薬、Tocilizumab、アクテムラ）の
キャッスルマン病（Castleman's Disease)への適応

吉崎和幸 大阪大学工学研究科　応用化学専攻　免疫医科学 特任教授

⑥関節リウマチ診療におけるパラダイムシフト 田中敏郎 大阪大学医学部　呼吸器・免疫アレルギー内科学　准教授　　

⑦炎症性腸疾患の分子標的治療 辻井正彦 大阪大学医学部　消化器内科学　准教授　

⑧加齢黄斑変性に対する分子標的治療薬　　　　　　　　　　　　　　　                                         瓶井資弘 大阪大学医学部　眼科学　准教授　

⑨強直性脊椎炎(Ankylosing spondylitis)に対する抗サイトカイン療法 冨田哲也 大阪大学医学部寄附講座　運動器バイオマテリアル学　准教授　

⑩乾癬の病態と分子標的治療医薬　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         佐野栄紀 高知大学医学部　皮膚科学講座　教授　

特集『東日本大震災~この教訓を生かすために~』

①東日本大震災の特集にあたって 中島和江 大阪大学医学部附属病院　中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部　病院教授　

②未曾有の広域大災害の現場から 後藤満一 福島県立医科大学　医学部　臓器再生外科学講座　主任教授

③東日本大震災と急性期災害医療活動：阪神淡路大震災を顧みて 嶋津岳士 大阪大学医学部附属病院　高度救命救急センター　教授

④東日本大震災で問われた公衆衛生活動とその体制の問題 高鳥毛敏雄 関西大学大学院　社会安全学部　社会安全学研究科　教授

⑤大規模災害時の法医学の役割~東日本大震災における検案・身元確認
活動を振り返る~

飯野守男 大阪大学医学部　法医学教室　講師　

⑥福島第一原子力発電所の事故を考える 山口　彰 大阪大学工学研究科　環境・エネルギー工学専攻　量子エネルギー工学講座　教授

⑦放射線の人体への影響と評価~子どもが危ない~ 本行忠志 大阪大学医学部　放射線基礎医学　准教授

⑧東日本大震災に関わる阪大病院の医療支援活動について 福澤正洋 大阪大学医学部附属病院　病院長

地域医療に関する研究助成報告ほか


